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学歴 2002年3月 北海道医療大学 看護福祉学部 看護学科 卒業 

2008年3月 北海道医療大学大学院 看護福祉学研究科 看護学専攻 修士課程 修了 

 

職歴 2002年4月～2005年3月 東京女子医科大学病院  

母子総合医療センターNICU 看護師 

2005年6月～2008年3月 砂川市立病院 小児科病棟NICU 非常勤看護師 

2008年4月～2010年3月 名寄市立大学保健福祉学部看護学科助教 

2010年4月～現在     名寄市立大学保健福祉学部看護学科講師 

 

学位 修士（看護学） 

免許・資格 看護師免許 

保健師免許 

研究分野 小児看護学、新生児看護学 

現在の研究課題 乳幼児突然死症候群に関する研究 

主な担当科目 小児看護活動論Ⅰ・Ⅱ 小児看護学実習 卒業研究Ⅱ 

  

研究・教育業績 【論文】 

・ 北海道における生後1ヶ月児を持つ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識とその

関連要因，北海道医療大学大学院看護福祉学研究科看護学専攻修士論文（未公刊），

2008年． 

・ 看護学生と他学科学生の乳幼児に対するイメージの比較，名寄市立大学紀要第3巻，

2009年．（共著） 

・ 看護系学生と非看護系学生および保育系学生の乳幼児に対するイメージの比較，名

寄市立大学紀要第3巻，2009年．（共著） 

・ 蒸気温熱シートの腰部適用による月経関連症状緩和の効果，臨床体温 27巻 1号，

2009年．（共著） 

・ 小児科外来で採血・点滴を座位で受ける乳幼児に付き添う家族の認識，日本小児看

護学会誌18巻3号，2009年．（共著） 

・ 北海道北部における生後1ヵ月児を持つ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識の

現状，名寄市立大学紀要第4巻，2010年．（共著） 

【学会発表】 

・ チーム担当制の新人教育における指導内容の統一化，第14回新生児看護学会，2004

年． 

・ 北海道における生後 1 ヶ月児を持つ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識の現

状，第17回日本新生児看護学会，2007年． 

・ 看護学生と非看護系学生の乳幼児に対するイメージの比較，北海道成育看護研究会

第３回研究会，2008年． 

・ 北海道における生後1ヵ月児を持つ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識と育児

行動との関連，日本新生児看護学会第18回学術集会，2008年． 

・ 外来で痛みの伴う処置を座位で受ける幼児に付き添う母親の思い―母親の自由記載

の内容分析―，第28回日本看護科学学会学術集会，2008年． 



・ 北海道北部における生後１ヵ月児を持つ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識の

現状，日本小児看護学会第19回学術集会，2009年． 

・ 北海道北部における生後１ヵ月児をもつ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識の

現状，北海道成育看護研究会第4回研究会，2009年 

・ 北海道における生後１ヵ月児をもつ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識との属

性との関連，北海道医療大学看護福祉学部学会第６回学術大会，2009年 

・ 北海道北部における生後１ヵ月児をもつ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識の

現状と育児行動との関連，第56回日本小児保健学会，2009年 

・ 北海道における生後１ヵ月児をもつ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識と同居

者の喫煙状況，日本新生児看護学会第19回学術集会，2009年 

・ 乳幼児突然死症候群の発症率と母親の知識との関連性―発症率の異なる地域間の比

較―，日本小児看護学会第20回学術集会，2010年 

【外部資金導入】 

・ 日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究（スタートアップ→研究活動スタート

支援），北海道における生後１ヵ月児をもつ母親の乳幼児突然死症候群に対する知識

とその要因，研究代表者（平成21～22年度） 

 

学会活動 ・日本新生児看護学会会員（平成19年～現在） 

・日本看護技術学会会員（平成20年～現在） 

・日本看護科学学会会員（平成20年～現在） 

・日本小児看護学会会員（平成20年～現在） 

・北海道医療大学看護福祉学部学会会員（平成20年～現在） 

・日本小児保健学会会員（平成21年～現在） 

・日本SIDS学会会員（平成22年～現在） 

・北海道成育看護研究会会員（平成20年～現在） 

 

  

社会活動 ・特定非営利活動法人SIDS家族の会会員（2007年～現在） 

・日本精神保健看護学会第15回学術集会 実行委員（平成17年） 

・第43回日本周産期･新生児医学会学術集会 実行委員（平成19年） 

・北海道成育看護研究会第3回研究会 企画委員・実行委員（平成20年） 

・第55回日本小児保健学会 実行委員（平成20年） 

・日本小児看護学会第19回学術集会 実行委員（平成21年） 

・日本看護技術学会第8回学術集会 実行委員（平成21年） 

・名寄市立大学短期大学部こどもセミナー講師（平成21年） 

 

  

受賞 なし 

  

コメント 学内での講義・演習や臨地実習を通し、小児看護の視点から「看護とは何か？」、「看護

職の責務とは何か？」を学生さんと共に考える毎日です。全てのこどもたちが幸せに暮

らせる社会を目指し、微力ながらも努力を続けていきたいと思っています。 

 

 


